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Abstract 
This paper describes the strength and the behaviour of the notched steel bar under impulsive 
Joad. Carbon steel (S15C， S25C and S50C) with various circumferential notches are used and 
tests are carried out from static region to 20 mjs. The load is measured by strain-gauges attached 
on the load cell， and for measuring displacements capacitance gauges (cylindrical shell plates) are 
used. The results obtained are summarized as follows: 
(1) The tensile strength of the notched bar increases when the notch becomes sharper， and 
approaches to certain maximum value 
(2) The tensile strength of the notched bar increases with increase of impact speed. 
(3) A characteristic elongation-time relation is recorded 
(4) The constraint of plastic deformation at the root of notch is one of the important factors 










ず， より広範囲の速度，材料，切欠き形状についての研究が必要であろう。 そこで， U型の







である。 これらの点を考慮して図-1および図 2に示す2組のロードセル(材質 S45C)を用
いて実験を行なった。ロードセル Aは主として切欠き材の試験に， ロードセル Bは主として





図-1 ロード七ノレ A 図--2 ロードセノレ 8 図-3 :y.滑試験片
6V 
図-4 切欠き試験片 図-5 測定系ブロックダイアグラム
これらの測定系ブロックダイヤグラムを図 5に示す。 実験に用いた試料は第 1報の熱処
理を行なってない S15C， S25C， S50Cの3種類の炭素鋼である。試験片は，平滑材と切欠き
半径 pが0.5mm， 1.0 mm， 2.0 mm， 4.0 mmの5種類で， これらについて静荷重および衝撃速










図 6・1・1 S15C， P二 0.5mm
V=lOm/s， tニ 50μs/cm
図 6・1・2 S15C，ρ=1.0 mm 
V=5m/s， t=50μs/cm 
図 6・1・3 S15C， Pコ1.0mm
V=lOm/s， t=20μs/cm 
図 6・1・4 S15C， Pニ1.0mm
V=20m/s， t=20μs/cm 
(163) 
図 6・2・1 S15C， P=0，5mm 
V=lO m/s， t=50μs/cm 
図-6・2・2 S15C， P=1.0mm 
V=5 m/s， tニ50μs/cm
図-6・2・3 S15C， P=1.0mm 
V二lOm/s，t=20ps/cm 








V=lO m/s， t=20μs/cm 
図 6・1・6 S15C P二 4.0mm
Vニ 10m/s， tニ50μs/cm
図 6・1・7 S25C， P=4.0 mm 
Vニ 20m/s， tニ 20μs/cm
図~6 ・ 1 ・ 8 S50C， Pニ 4.0mm
Vニ20m/s， t=20μs/cm 
(164) 
図 6・2・5 S15C， P=2.0mm 
V=10m/s， t=20μs/cm 
図 6・2・6 S 15 C P = 4.0 mm 
V=10m/s， tニ 50μs/cm
図 6・2・7 S25C Pニ4.0mm
V=20m/s， tニ 20μs/cm
図 6・2・8 S50C Pニ4.0mm
Vニ20m/s， t=20μs/cm 
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を用いて測定した。結果を表-1に示す。 この表より， A点および B 図←15 脱皮の測定位附
(168) 
p 
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表 1 硬度測定結果(マイクロピッカース硬度荷重500g)
V 位 置 S15C S25C S50C 
A 198 214 244 
stat1c B 214 234 279 
C 132 162 223 
A 193 194 226 
20 m/s B 211 215 258 
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